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一
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
成
立
年
代

本
稿
は
、
日
本
の
草
創
期
の
書
論
で
あ
る
世
尊
寺
家
六
代
目
・
藤
原
伊
行

一

一
三
九
？
〜
一
一
七
五

著
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
一
六
五
年
頃
成
立
）
に
つ
い
て
、

そ
の
初
期
写
本
の
一
部
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
成
立
年
代
を
一
一
六
五
年
頃
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先

般
、
拙
稿
に

（
１
）

お
い
て
一
つ
の
試
論
を
示
し
た
が
、
ま
ず
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お

き
た
い
。『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
は
、「
悠
紀
主
基
屛
風
」
の
揮
毫
者
に
つ
い
て
記
す

項
が
あ
る
が
、
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
京
都
・
青
蓮
院
蔵
本
に
基
づ
く
と
、

天
皇
名
及
び
揮
毫
者
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。〔

〕内
は
屛
風
揮
毫
者

を
示
す
。

醍
醐
〔
美
材
〕、
朱
雀
・
村
上
〔
道
風
〕、
冷
泉
〔
時
文
〕、
円
融
・
花
山
・
一
条

〔
佐
理
〕、
三
条
・
後
一
条
〔
行
成
〕、
後
朱
雀
〔
定
頼
〕、
後
冷
泉
・
後
三
条
・
白

河
〔
兼
行
〕、
堀
河
〔
伊
房
〕、
本
院
（
鳥
羽
）〔
定
実
〕、
新
院
（
崇
徳
）〔
不
被
書
〕、

近
衛
〔
定
信
〕、
当
院
（
後
白
河
）〔
朝
隆
〕、
今
上
（
二
条
）〔
伊
行
〕

さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
、
近
世
の
流
布
本
で
あ
る
『
群
書
類
従
』
所
収
の
『
夜

鶴
庭
訓
抄
』
で
は
、

六
条
院
〔
伊
行
〕、
当
今
（
高
倉
）〔
朝
方
〕

と
追
記
す
る
。

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
秋
山
光
和
は
、
そ
の
著
『
平
安
時

代
世
俗
画
の
研
究
』
の
中
で
、
一
一
八
〇
年
頃
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

（
２
）

こ
の

推
論
は
、『
群
書
類
従
』
所
収
本
の
「
当
今
」
が
高
倉
天
皇
（
在
位
一
一
六
八
〜
一

一
八
〇
）
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

一
方
、
宮
﨑
肇
は
、「
当
院
」
が
後
白
河
法
皇
、「
当
今
」
が
高
倉
天
皇
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
の
在
任
期
間
が
重
な
る
一
一
六
八
年
二
月
か
ら
一
一
七
九
年
十

一
月
ま
で
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
一
一
七
七
年
以
降
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
論
の
一
つ
『
才
葉
抄
』
の
中
に
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
関
す

る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
限
を
一
一
六
八
年
、
下
限
を
一
一
七
七
年
と
す
る
、

お
よ
そ
十
年
間
に
求
め
ら
れ
る
、
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
３
）

秋
山
・
宮
﨑
両
氏

の
説
は
、
い
ず
れ
も
『
群
書
類
従
』
所
収
本
を
根
拠
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
伊
行
の
卒
年
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
一
七
五
年
ま
で
に
絞
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

伊
行
自
身
、
悠
紀
主
基
屛
風
の
揮
毫
を
二
条
天
皇
即
位
の
一
一
五
九
年
と
次
の

六
条
天
皇
即
位
の
一
一
六
六
年
の
二
回
、
担
当
し
た
。
世
尊
寺
家
の
当
主
と
し
て
、

家
の
書
を
守
る
こ
と
を
願
い
、
息
女
に
言
い
伝
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
『
夜
鶴

庭
訓
抄
』
は
遺
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伊
行
の
息
女
、
建
礼
門
院
右
京
大

夫
の
生
卒
年
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
一
説
に
生
年
を
一
一
五
七
年
頃
と
す
る
。
こ

の
息
女
が
高
倉
天
皇
の
中
宮
建
礼
門
院
に
出
仕
す
る
の
は
、
一
一
七
三
年
の
こ
と
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で
あ
る
。
い
ず
れ
近
い
将
来
、
出
仕
す
る
可
能
性
の
あ
る
十
歳
前
後
の
息
女
に
、

伊
行
が
世
尊
寺
家
の
書
の
有
り
よ
う
を
説
い
て
聞
か
せ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不

自
然
で
は
な
い
。
青
蓮
院
蔵
本
に
従
い
、
今
上
を
二
条
天
皇（
在
位
一
一
五
九
〜
一

一
六
五
）
と
す
る
と
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
成
立
は
一
一
六
五
年
頃
ま
で
、
と
考
え

ら
れ
る
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
も
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
研
究
に
お
け
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て

き
た
。
写
本
に
よ
っ
て
記
述
内
容
に
異
同
が
あ
る
こ
と
や
成
立
年
代
に
関
し
て
異

説
が
生
ず
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
中
で
も
と
り
わ
け
大
き

な
問
題
点
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
研
究
が
、『
群
書
類
従
』

所
収
本
を
底
本
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。近
世
の
流
布
本
で
あ
る『
群

書
類
従
』
所
収
本
を
底
本
と
し
て
中
古
・
中
世
の
書
芸
術
観
を
論
ず
る
な
ら
ば
、

必
ず
や
時
代
的
齟
齬
を
生
ず
る
に
違
い
な
い
。
故
に
伝
本
の
校
合
に
よ
っ
て
定
本

が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
稿
が
、
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
『
夜
鶴
庭

訓
抄
』
の
姿
を
再
現
す
る
、
そ
の
第
一
歩
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
写
本
一
覧

私
は
こ
れ
ま
で
に
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
写
本
を
十
四
種
類
、
閲
覧
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
十
四
種
類
の
写
本
を
大
雑
把
に
分
類
す
る
と
、
中
世
の
初
期
写
本
と

近
世
の
流
布
本
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
中
世
の
初
期
写
本
は
世

尊
寺
家
七
代
目
・
伊
経
系
統
本
と
八
代
目
・
行
能
系
統
本
の
二
系
統
に
、
近
世
の

流
布
本
は
『
群
書
類
従
』
系
統
本
と
『
続
群
書
類
従
』
系
統
本
の
二
系
統
に
分
け

ら
れ
る
。
十
四
種
類
の
写
本
を
四
系
統
に
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
今

回
、
翻
刻
を
行
っ
た
第
一
条
か
ら
第
三
条
に
お
い
て
、
校
注
で
挙
げ
た
写
本
の
み
、

そ
の
略
称
を
﹇

﹈
で
示
し
た
。

【
中
世
の
初
期
写
本
】

伊
経
系
統
本

1.

﹇
青
蓮
﹈
京
都
・
青
蓮
院
蔵
本

行
能
系
統
本

2.

﹇
宮
書
﹈
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

3.

﹇
東
北
﹈
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本

4.

﹇
天
理
﹈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本

5.

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
・
称
名
寺
蔵
本

6.

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
本

【
近
世
の
流
布
本
】

『
群
書
類
従
』
系
統
本

7.

﹇
京
大
﹈
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

8.

﹇
群
書
﹈『
群
書
類
従
』（
巻
四
九
七
）
所
収
本

9.

﹇
国
会
﹈
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵
本

10.

早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
蔵
本

11.

無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本

『
続
群
書
類
従
』
系
統
本

12.

﹇
東
大
﹈
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

13.

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

14.

『
続
群
書
類
従
』（
巻
九
一
五
）
所
収
本

以
上
の
四
系
統
を
比
較
検
討
す
る
と
、
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
と

で
は
、
表
記
や
記
述
内
容
に
お
い
て
、
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
。
そ
の
差
異
を
端
的
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
に
総
括
さ
れ
る
。

・
中
世
の
初
期
写
本
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
、
且
つ
、
敬
体
で

記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
近
世
の
流
布
本
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
書

か
れ
、
文
体
は
常
体
で
あ
る
。

・
中
世
の
初
期
写
本
で
は
「
カ
ク
ス
コ
ト
」
と
い
う
表
現
が
、
近
世
の
流
布
本

で
は
「
秘
説
」
の
語
に
変
化
し
て
い
る
。
初
期
写
本
に
は
「
秘
説
」
の
語
は

永 由 徳 夫
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全
二
十
四
条
中
、
一
箇
所
に
し
か
見
え
な
い
が
、
近
世
の
流
布
本
に
は
都
合

三
箇
所
に
見
ら
れ
る
。「
秘
説
」の
語
に
よ
っ
て
、
世
尊
寺
家
の
書
が
い
っ
そ

う
標
榜
さ
れ
、
奥
義
秘
伝
の
様
相
を
強
め
な
が
ら
却
っ
て
普
遍
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。

三
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
校
注

【
凡

例
】

一

「
本
文
」
は
藤
原
伊
行
の
原
本
に
遡
源
す
る
こ
と
を
専
一
に
考
え
、
現
存
最

古
の
写
本
で
あ
る
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
と
し
、他
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
結
果
、

設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
通
し
番
号
の
算
用
数
字
は
、
底
本
の
区
切
り

に
基
づ
き
、
校
者
が
便
宜
上
、
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。「
本
文
」の
改
行
は
底
本

に
準
じ
た
。

二

「
本
文
」
の
記
載
は
、
底
本
と
し
た
青
蓮
院
蔵
本
を
始
め
と
す
る
初
期
写
本

が
い
ず
れ
も
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
但
し
、

適
宜
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
を
施
し
、
濁
点
を
要
す
る
語
句
に
は
そ
れ
も
付
し

た
。
ま
た
、
漢
文
体
の
語
句
は
訓
読
し
、「
不
」「
也
」
等
の
助
動
詞
は
片
仮
名

で
表
し
た
。
初
期
写
本
の
引
用
に
際
し
、
校
者
が
「
セ
」
と
翻
刻
す
る
の
は
、

実
際
に
は
「
せ
」
と
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

三

《
校
異
》
は
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
初
期
写
本
と
し
て
青
蓮
院
蔵
本（﹇
青
蓮
﹈）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本（﹇
宮

書
﹈）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本（﹇
天
理
﹈）、
初
期
写
本
か
ら
流
布
本

へ
の
変
遷
過
程
が
窺
え
る
も
の
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
（﹇
東

大
﹈）、
近
世
の
流
布
本
と
し
て
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（﹇
京
大
﹈）
を
中

心
と
し
て
示
し
た
。
掲
載
図
版
は
、
青
蓮
院
蔵
本
と
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
蔵
本
で
あ
る
。
後
者
の
写
真
が
公
に
示
さ
れ
る
の
は
、
本
稿
が
初
め
て
で
あ

る
。

校本『夜鶴庭訓抄』（一)

京都・青蓮院蔵本天理大学附属天理図書館蔵本
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１

＊
１入

木
、
手
ヲ
書
ク
事
ヲ
申
ス
。
此
ノ
道
ヲ
コ
ソ
ハ
、
何
事
ヨ
リ

モ
＊
２伝

ヘ
サ
セ
給
フ
ベ
ケ
レ
。

＊
３額

、
＊
４御

願
扉
、

＊
５異

国
返
牒
、
御
表
、

色
紙
形
、
願
文

＊
６ナ

ド
、

＊
７人

申
ス
マ
ジ
。

＊
８某

ガ
子
ト
テ

＊
９内

院
ヨ

リ
＊
10書

ケ
ト
仰
セ
ラ
ル
マ
ジ
。

＊
11サ

レ
ド
仮
名
ハ

＊
12書

カ
セ
給
フ
ベ
キ
ナ
リ
。
世
ニ
手

書
キ
ニ

＊
13ツ

カ
ハ
レ
サ
セ
給
ハ
ム
定
、

＊
14御

草
子
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
書
カ
セ
タ
マ
ハ
ン

ズ
ル
。

＊
15仮

名
ハ
サ
ハ
申
セ
ド
モ
、
道
セ
バ
ク
、
ヤ
ス
キ
事
ナ
レ
バ
、

＊
16書

カ
セ
給

フ
ホ
ド
ハ
、

ナ
ド
カ
コ
ノ
マ
セ
給
ハ
ザ
ラ
ン
。

＊
17草

子
書
ク
様
、
少
々
申
シ
候
ベ
シ
。

《
校
異
》

＊
1

入
木
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
入
木
、
手
ヲ
書
事
ヲ
申
ス
」。

﹇
宮
書
﹈「
一

入

木

手
書
事
」

﹇
天
理
﹈「
入
木
ト
ハ
手
書
ノ
事
ヲ
申
ス
」

﹇
東

大
﹈「
入
木
ト
ハ
手
書
ノ
事
ヲ
申
ス
」（
朱
書
）﹇
京
大
﹈「
入
木
と
は

手
か
く
事
を
申
す
」

＊
2

伝
ヘ
サ
セ
〜
…
﹇
宮
書
﹈「
伝
ヘ
サ
セ
給
フ
ト
申
ベ
ケ
レ
」

﹇
京
大
﹈

「
つ
た
ふ
べ
け
れ
」

＊
3

額
…
﹇
青
蓮
﹈「
額
」

﹇
宮
書
﹈「
サ
レ
ド
、
額
」

﹇
天
理
﹈「
サ
レ

バ
ト
テ
、
額
」

﹇
東
大
﹈「
サ
レ
バ
ト
テ
、
額
」（「
サ
レ
バ
ト
テ
」

は
朱
書
）

﹇
京
大
﹈「
さ
れ
ど
」

＊
4

御
願
扉
…﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈「
御
願
扉
」
﹇
天
理
﹈「
御
願
ノ
扉
」
﹇
京

大
﹈「
御
願
の
扉
」

＊
5

異
国
返
牒
…
﹇
青
蓮
﹈「
異
向
返
牒
」
﹇
宮
書
﹈﹇
東
大
﹈「
異
国
返
牒
」

﹇
天
理
﹈「
異
国
ノ
返
牒
」

﹇
京
大
﹈「
異
国
の
返
牒
」

＊
6

ナ
ド
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
天
理
﹈「
ナ
ド
」

﹇
宮
書
﹈「
ナ
ン
ド
」

﹇
東
大
﹈

﹇
京
大
﹈「
な
ど
」

＊
7

人
申
ス
マ
ジ
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
天
理
﹈「
人
申
マ
ジ
」
﹇
宮
書
﹈「
申
マ
ジ
」

﹇
東
大
﹈「
人
申
ま
じ
」
﹇
京
大
﹈「
□
か
ゝ
す
ま
じ
」（
一
字
空
白
）

﹇
群
書
﹈「
人
か
ゝ
す
ま
じ
」

＊
8

某
ガ
子
…
﹇
青
蓮
﹈「
某
ガ
子
」

﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
東
大
﹈「
某
子
」

﹇
京
大
﹈「
そ
れ
が
し
が
子
」

﹇
群
書
﹈「
そ
れ
が
し
の
子
」

＊
9

内
院
…
﹇
青
蓮
﹈「
院
内
」

他
本
す
べ
て
「
内
院
」

＊
10

書
ケ
ト
仰
セ
ラ
ル
…
﹇
青
蓮
﹈「
書
ト
仰
ラ
ル
」

﹇
宮
書
﹈「
カ
ケ
ト

テ
仰
ア
ル
」

﹇
天
理
﹈「
書
ト
モ
仰
ア
ル
」

﹇
東
大
﹈﹇
京
大
﹈

「
か
け
と
も
仰
あ
る
」

＊
11

サ
レ
ド
…
﹇
青
蓮
﹈「
サ
レ
ド
」

﹇
宮
書
﹈「
ケ
レ
ド
」

﹇
天
理
﹈

「
サ
レ
ド
モ
」

﹇
東
大
﹈「
さ
れ
ど
も
」

﹇
京
大
﹈「
さ
れ
ど
」

＊
12

書
カ
セ
給
フ
ベ
キ
ナ
リ
…
﹇
青
蓮
﹈「
書
セ
可
給
也
」

﹇
宮
書
﹈「
書

セ
給
フ
ベ
キ
也
」

﹇
東
北
﹈「
書
セ
給
ベ
キ
也
」

﹇
天
理
﹈「
カ
ヽ

セ
給
ベ
キ
也
」

﹇
東
大
﹈「
カ
ヽ
セ
給
べ
き
な
り
」（「
カ
ヽ
セ
」
朱

筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
か
く
べ
き
也
」

＊
13

ツ
カ
ハ
レ
サ
セ
給
ハ
ム
定
…
﹇
宮
書
﹈「
ツ
カ
ワ
レ
サ
セ
給
ハ
ム
事
」

﹇
天
理
﹈「
ツ
カ
ハ
レ
サ
セ
給
ハ
ム
事
」

﹇
東
大
﹈「
つ
か
は
れ
さ

せ
給
は
ん
事
」

﹇
京
大
﹈「
つ
か
は
れ
む
定
」

＊
14

御
草
子
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
御
草
子
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
書
セ
タ
マ
ハ
ン
ズ
ル
」

﹇
宮
書
﹈「
御
造

ゾ
給
ハ
リ
テ
カ
ヽ
セ
給
ハ
ン
ズ
ル
」

﹇
天
理
﹈

「
御
雙

ナ
ン
ド
ヲ
カ
ヽ
セ
給
ハ
ン
ズ
ル
」

﹇
東
大
﹈「
御
造
紙
ナ

ン
ド
ヲ
か
ゝ
せ
給
は
ん
ず
る
」（「
ナ
ン
ド
ヲ
」
朱
筆
傍
書
）

﹇
京

大
﹈「
御
さ
う
し
な
ど
ぞ
給
り
て
か
ゝ
む
ず
る
」

＊
15

仮
名
ハ
サ
ハ
申
セ
ド
モ
、
道
セ
バ
ク
…﹇
青
蓮
﹈「
カ
レ
ハ
サ
ハ
申
セ
ド

モ
、
道
セ
バ
ク
」

﹇
宮
書
﹈「
カ
ナ
申
セ
バ
、
道
セ
バ
ク
」

﹇
天

理
﹈「
仮
名
ハ
道
挟
ク
」

﹇
東
大
﹈「
か
な
は
さ
は
申
せ
ど
も
み
ち

せ
ば
く
」

﹇
京
大
﹈「
さ
は
い
へ
ど
も
仮
名
は
み
ち
せ
ば
く
」

＊
16

書
カ
セ
給
フ
ホ
ド
ハ
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
カ
ヽ
セ
給
ホ
ド
ハ
、
ナ
ド
カ
コ
ノ

マ
セ
給
ハ
ヽ
ザ
ラ
ン
」

﹇
宮
書
﹈「
造

カ
キ
給
ハ
ン
ホ
ド
ニ
ハ
、
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ナ
ド
カ
コ
ノ
マ
セ
給
ハ
セ
ザ
ラ
ン
」

﹇
天
理
﹈「
好
マ
セ
給
ハ
ヾ
、

ナ
ド
カ
カ
ヽ
セ
給
ハ
ザ
ラ
ム
」

﹇
東
大
﹈「
好
マ
セ
玉
ハ
ヾ
、
ナ
ド

カ
カ
セ
玉
ハ
ザ
ラ
ン
」（
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
こ
の
ま
ん
に
、

な
ど
か
か
ゝ
ざ
る
べ
き
」

＊
17

草
子
…
﹇
青
蓮
﹈「
草
子
」

﹇
宮
書
﹈「
雙

」

﹇
天
理
﹈「
御
雙
紙
」

﹇
東
大
﹈「
造
紙
」

﹇
京
大
﹈
こ
の
一
文
ナ
シ
。

２
一

＊
１御

草
子
ハ
引
キ
開
キ
テ
、
端
ヨ
リ
当
家
ニ
ハ
書
キ
給
フ
ベ
シ
。
普
通
ニ
ハ

中
ヨ
リ

＊
２始

ム
ル
ナ
リ
。
カ
ク
ハ

＊
３申

セ
ド
、

＊
４我

モ
多
ク
中
ヨ
リ
書
キ
テ

候
。
ソ
レ
ハ
主
ノ
好
ミ
ニ
テ
モ

＊
５候

。
＊
６思

ヒ
忘
ル
ル
ヲ
リ
モ
候
。

＊
７次

々
ノ
人
ノ

ハト
モ
カ
ク
モ
、
イ
カ
ニ
書
キ
タ
ル
モ
候
。
サ
レ
ド
、

＊
８サ

ル
事
ハ
知
リ
テ
ノ
事

ナ
リ
。

又
、
手
ノ
様
々
ヲ

＊
９一

帖
ノ
ウ
チ
ニ
見
セ
テ

＊
10書

ク
ベ
シ
。

＊
11様

々
ト
云
フ
ハ
、

＊
12イ

ロ
ハ
ガ
キ
、

＊
13又

、
草
、
又
、
ミ
ダ
レ
ガ
キ
、
タ
ト
ヘ
バ
様
ヲ
カ
ヘ
テ
書
ク

ナ
リ
。

＊
14ソ

レ
モ
草
子
合
ハ
セ
ナ
ド
云
フ
事
ノ
ア
ル
ニ
、
無
下
ニ
無
念
ニ
同
様
ニ

書
キ
タ
ル
モ
ワ
ロ
ケ
レ
バ
、
カ
タ
ツ
マ
ア
リ
テ
候
ナ
リ
。

＊
15然

ラ
ズ
ン
バ
無
ナ

ル故
ナ
リ
。
君
ノ

＊
16御

草
子
一
部
ト
ア
ル
物
ハ
、

＊
17サ

ハ
候
マ
ジ
。
ウ
ル
ハ
シ
ク

＊
18候

ベ
シ
。

＊
19草

子
ト
申
セ
ド
、
物
語
ヲ
バ
手
書
キ
ノ
書
カ
ヌ
コ
ト
ニ
テ
候
。

＊
20書

キ
テ
ト
ヤ
人
候
ハ
バ
、
書
ク
ト
ハ
イ
ハ
デ
、
ト
カ
ク
ス
ベ
リ
テ
ナ
書
カ
セ

給
ヒ
ソ
。

《
校
異
》

＊
1

御
草
子
ハ
〜
…﹇
宮
書
﹈「
雙
紙
ハ
引
披
テ
端
ヨ
リ
書
セ
給
ベ
シ
」
﹇
東

大
﹈「
御
さ
う
し
か
く
様

ま
づ
ひ
き
ひ
ろ
ぐ
る
は
し
よ
り
か
き
給
べ

し
」

﹇
京
大
﹈「
さ
う
し
書
様

ま
づ
ひ
き
ひ
ろ
ぐ
る
は
し
よ
り
書

べ
し
」

＊
2

始
ム
ル
ナ
リ
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈
は
こ
の
後
に
「
此
家
ニ
ハ
始
ニ
ハ
始

メ
候
ゾ
」
の
一
文
挿
入
。

﹇
東
大
﹈「
サ
ハ
候
ヘ
ド
モ
こ
の
家
に
は

端
よ
り
か
き
始
候
ゾ
」（「
サ
ハ
候
ヘ
ド
モ
」「
端
」「
始
」「
ゾ
」は
朱

書
）
の
一
文
挿
入
。

﹇
京
大
﹈「
書
也
」
と
し
、
こ
の
後
に
「
家
の

な
ら
ひ
に
て
は
し
よ
り
書
な
り
」
の
一
文
挿
入
。

＊
3

申
セ
ド
…
﹇
青
蓮
﹈「
申
セ
ド
」

﹇
宮
書
﹈「
申
ト
」

﹇
天
理
﹈「
申

セ
ド
モ
」

﹇
東
大
﹈「
申
せ
ど
も
」

﹇
京
大
﹈「
し
り
た
れ
ど
」

＊
4

我
モ
多
ク
〜
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
我
身
モ
多
ク
中
ヨ
リ
書
候
」

﹇
東

大
﹈「
わ
が
身
に
も
お
ほ
く
は
な
か
よ
り
か
き
候
」

﹇
京
大
﹈「
多

く
中
よ
り
書
た
る
事
あ
り
」

＊
5

候
…
﹇
青
蓮
﹈「
候
」

﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
ア
リ
」

﹇
東
大
﹈「
あ

り
」

﹇
京
大
﹈
ナ
シ
。

＊
6

思
ヒ
忘
ル
ル
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
思
ワ
ス
ル
ヽ
ヲ
リ
モ
候
」
﹇
宮
書
﹈「
又
、

思
ヒ
ワ
ス
ル
ヽ
オ
リ
モ
ア
リ
」

﹇
天
理
﹈「
思
忘
ル
ヽ
ヲ
リ
モ
候
」

﹇
東
大
﹈「
思
わ
す
る
ゝ
ヲ
リ
モ
候
」（「
あ
や
ま
ち
て
」
を
消
し
て

「
思
」、「
事
あ
り
」
を
消
し
て
「
ヲ
リ
モ
候
」
と
朱
書
）

﹇
京
大
﹈

「
又
、
思
ひ
あ
や
ま
り
て
も
」

＊
7

次
々
ノ
人
ノ
ハ
〜
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
又
、
次
々
ノ
人
ノ
ハ
ト
テ
モ

カ
ク
テ
モ
、
物
ノ
体
ニ
テ
書
タ
ル
モ
候
」
﹇
東
大
﹈「
又
、
つ
ぎ
〳
〵

の
ハ
〔
人
の
も
と
へ
ハ
〕
と
て
も
か
く
て
も
の

マ
マ

体
に
て
か

き
た
る
も
候
」（〔

〕
内
は
見
せ
消
ち
）

﹇
京
大
﹈「
又
、
次
々
の

人
の
は
と
て
も
か
く
て
も
、
能
て
い
に
執
せ
ぬ
也
」

＊
8

サ
ル
事
ハ
〜
…﹇
宮
書
﹈「
サ
ル
ベ
キ
事
ト
知
テ
モ
チ
テ
ノ
ウ
ヘ
ノ
事
ナ

リ
」

（﹇
東
北
﹈
は
「
知
テ
モ
チ
テ
」）

﹇
天
理
﹈「
サ
ル
ベ
キ
事

ト
知
テ
モ
チ
テ
ノ
上
ノ
事
也
」（「
シ
ラ
セ
給
テ
ノ
」
を
消
し
て
「
知

テ
モ
チ
テ
ノ
上
ノ
」
と
青
筆
傍
書
）

﹇
東
大
﹈「
さ
る
べ
き
事
ト
し
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ラ
セ
給
て
の
〔
う
ゑ
の
〕
事
也
」（「
り
て
も
ち
」
を
消
し
て
「
ラ
セ

給
」
と
朱
書
、〔

〕
内
は
見
せ
消
ち
）

﹇
京
大
﹈「
さ
る
べ
き
事

と
は
し
る
べ
き
な
り
」

＊
9

一
帖
ノ
ウ
チ
…
﹇
宮
書
﹈「
一
帖
ガ
ウ
チ
」

﹇
天
理
﹈﹇
東
大
﹈「
一
帖

ガ
内
」

﹇
京
大
﹈「
一
帖
が
う
ち
」

＊
10

書
ク
ベ
シ
…
﹇
青
蓮
﹈「
書
ベ
シ
」

﹇
宮
書
﹈「
カ
ヽ
ル
ベ
シ
」

﹇
天

理
﹈﹇
東
大
﹈「
可
書
」

﹇
京
大
﹈「
か
ゝ
る
」

＊
11

様
々
ト
云
フ
ハ
…
﹇
青
蓮
﹈「
様
々
云
者
」

﹇
宮
書
﹈「
様
々
ト
申
ハ
」

﹇
天
理
﹈「
様
々
ト
申
ス
ハ
」（「
ト
」「
ス
」
は
青
筆
に
よ
る
補
完
）

﹇
東
大
﹈「
様
ト
申
ハ
」

﹇
京
大
﹈「
や
う
〳
〵
と
い
ふ
は
」

＊
12

イ
ロ
ハ
ガ
キ
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈「
イ
ロ
ハ
ガ
キ
」

﹇
天
理
﹈「
以
呂

波
ガ
キ
」

﹇
東
大
﹈﹇
京
大
﹈「
い
ろ
は
が
き
」

＊
13

又
、
草
、
又
、
ミ
ダ
レ
ガ
キ
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
又
、
サ
ウ
、
又
、
ミ
ダ
レ

ガ
キ
〜
」

﹇
宮
書
﹈「
又
、
草
」。
こ
れ
以
後
は
ナ
シ
。

﹇
天
理
﹈

「
又
、
サ
ウ
、
ミ
ダ
レ
ガ
キ
、
譬
ヘ
バ
様
ヲ
カ
ヘ
テ
カ
ヽ
ル
ベ
シ
」

（「
サ
ウ
」
の
脇
に
青
筆
で
「
草
」）

﹇
東
大
﹈「
又
、
草
、
ミ
ダ
レ

ガ
キ
、
譬
バ
さ
ま
を
か
へ
て
カ
ヽ
る
べ
し
」（「
タ
ル
」を
消
し
て「
ガ

キ
譬
バ
」、「
か
ゝ
な
」
を
消
し
て
「
カ
ヽ
」
と
朱
筆
傍
書
）

﹇
京

大
﹈「
さ
う
、
み
だ
れ
た
る
さ
ま
に
か
へ
て
書
べ
し
」

＊
14

ソ
レ
モ
草
子
合
ハ
セ
〜
…
﹇
青
蓮
﹈「
ソ
レ
モ
草
子
合
云
事
ノ
ア
ル
ニ
、

無
下
ニ
無
念
ニ
同
様
ニ
書
タ
ル
モ
ワ
ロ
ケ
レ
バ
、
カ
タ
ツ
マ
ア
リ
テ

候
也
」

﹇
宮
書
﹈「
又
、
造
紙
ア
ハ
セ
ナ
ン
ド
ニ
テ
具
足
ア
ル
雙

ヲ
手
書
ド
モ
ナ
ド
ア
マ
タ
書
ニ
、
無
下
ニ
無
念
ニ
書
キ
タ
ル
ガ
ワ
ロ

ケ
レ
バ
、
カ
タ
ツ
マ
ア
リ
テ
書
也
」（﹇
東
北
﹈「
造

」「
雙
紙
」「
カ

キ
タ
ル
」「
書
ナ
リ
」）

﹇
天
理
﹈「
ソ
レ
モ
人
々
ノ
多
ク
草
子
ア
ハ

セ
ナ
ド
云
事
ノ
ア
ル
ニ
具
足
ア
ル
雙
紙
ヲ
手
書
ド
モ
ナ
ン
ド
ガ
ア
マ

タ
カ
ク
ニ
、
無
下
ニ
無
念
ニ
書
キ
タ
ル
ガ

興
ニ
テ
ワ
ロ
ケ
レ
バ
、

行
妻
ア
リ
テ
書
ム
ゾ
」（「
左
右
」
の
脇
に
「
雙
」、「
行
妻
」
の
脇
に

「
カ
タ
ツ
マ
」、「
ム
ゾ
」
の
脇
に
「
也
」
と
青
筆
で
書
す
）

﹇
東

大
﹈「
そ
れ
も
人
々
ノ
お
ほ
く
さ
う
し
あ
は
せ
な
ど
云
事
ノ
あ
る
ニ
具

足
ア
ル
左
右
紙
ヲ
手
書
ど
も
ナ
ン
ド
ガ
あ
ま
た
か
く
に
、
無
下
に
無

念
に
か
き
た
る
無
興
ニ
テ
わ
ろ
け
れ
ば
、か
た
つ
ま
あ
り
て
書
ム
ゾ
」

（「
云
事
ノ
」「
ニ
具
足
ア
ル
左
右
紙
ヲ
」「
ナ
ン
ド
ガ
」「
無
興
ニ
テ
」

「
書
ム
ゾ
」
は
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
そ
れ
も
人
々
お
ほ
く
さ
う

し
あ
は
せ
な
ど
に
て
も
、
て
か
き
あ
ま
た
き
お
ひ
か
く
に
、
か
た
つ

ま
あ
り
て
か
く
也
」

＊
15

然
ラ
ズ
ン
バ
〜
…
﹇
青
蓮
﹈「
不
然
者
〜
」。
こ
の
一
文
は
﹇
青
蓮
﹈
の

み
に
見
え
る
。

＊
16

御
草
子
…
﹇
青
蓮
﹈「
御
草
子
」

﹇
宮
書
﹈「
御
雙

」

﹇
東
北
﹈

﹇
天
理
﹈「
御
雙
紙
」

﹇
東
大
﹈﹇
京
大
﹈「
御
造
紙
」

＊
17

サ
ハ
候
マ
ジ
…
﹇
青
蓮
﹈「
サ
ハ
候
マ
ジ
」

﹇
宮
書
﹈「
サ
ワ
カ
ク
マ

ジ
」

﹇
天
理
﹈「
サ
ハ
カ
候
マ
ジ
」（「
ハ
」
の
脇
に
「
ワ
」、「
候
」

の
脇
に
「
ク
」
と
青
筆
で
書
す
）

﹇
東
大
﹈「
さ
ハ
か
キ
候
ま
じ
」

（「
キ
候
」
は
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
さ
は
書
ま
じ
」

＊
18

候
ベ
シ
…﹇
青
蓮
﹈「
候
ベ
シ
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
候
ベ
キ
也
」
﹇
東

北
﹈「
候
ベ
キ
ナ
リ
」

﹇
東
大
﹈「
候
べ
き
な
り
」（「
か
く
」
を
消

し
て
「
候
」
と
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
あ
る
べ
し
」

＊
19

草
子
ト
申
セ
ド
〜
…﹇
宮
書
﹈「
造

ト
申
セ
ド
、
物
語
ハ
カ
ヽ
ヌ
事
也
」

（﹇
東
北
﹈「
物
ガ
タ
リ
」）

﹇
天
理
﹈「
双

ト
申
セ
ド
モ
、
物
語

ハ
手
書
ハ
書
候
ハ
ヌ
事
也
」（「
手
書
」
の
脇
に
青
筆
で
「
カ
ヽ
ヌ
」）

﹇
東
大
﹈「
造

ト
申
セ
ド
モ
、
物
語
ハ
手
書
ハ
書
候
ハ
ヌ
事
也
」

（「
も
」
を
消
し
て
「
ト
申
セ
ド
モ
」、「
か
ゝ
ぬ
」
を
消
し
て
「
書
候

ハ
ヌ
」
と
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
草
子
ト
申
セ
ド
」
の
一
句
な
く
、

「
も
の
が
た
り
は
手
書
か
ゝ
ぬ
事
也
」
の
み
。

＊
20

書
キ
テ
ト
ヤ
〜
…﹇
宮
書
﹈「
人
書
テ
申
サ
バ
、
カ
ク
ハ
イ
ワ
デ
、
ト
カ

ク
ス
ベ
リ
テ
カ
ヽ
セ
給
フ
マ
ジ
」（﹇
東
北
﹈「
カ
ク
ハ
イ
ハ
デ
」）
﹇
天
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理
﹈「
人
書
テ
ナ
ン
ド
申
サ
バ
、〔
カ
ク
ハ
イ
ワ
デ
〕
兎
角
ス
ベ
リ
テ

カ
ヽ
セ
給
フ
マ
ジ
」（〔

〕
内
は
青
筆
で
補
完
）

﹇
東
大
﹈「
人
書

テ
ナ
ン
ド
申
サ
バ
、
と
カ
ク
す
べ
り
て
か
ゝ
せ
給
ま
じ
」（「
書
テ
ナ

ン
ド
」「
カ
ク
」「
べ
」
は
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
人
あ
つ
ら
ふ
と

も
、
と
か
く
す
べ
り
て
か
く
べ
か
ら
ず
」

３
一

歌
書
ク
様
。

＊
１二

行
ニ
書
カ
セ
給
ハ
バ
、
五
七
五
一
行
、

＊
２七

七
一
行
ニ
候
ベ

シ
。

＊
３三

行
有
ル
ベ
キ
ハ
、
五
七
一
行
、
五
七
一
行
、
七
一
行

＊
４ニ

候
ベ
シ
。

＊
５ト

テ
モ
カ

ク
テ
モ

歌
ダ
ニ
書
キ
付
ケ
テ

＊
６ウ

ツ
ク
シ
ウ
ナ
ド
申
ス
ハ
、

＊
７ム

ゲ
ノ
事
ニ
候
。
サ
レ

バ
コ
ソ
、

＊
８家

ハ
イ
ミ
ジ
キ
事
ニ
テ
候
ヘ
。

君
モ
ツ
カ
ハ
セ
給
ヘ
、

＊
９世

ノ
人

ニ
モ
マ
サ
ル
所
ハ
候
ヘ
。

＊
10ソ

レ
ニ
ト
リ
テ
、

＊
11三

代
集
ヲ
書
ク
ニ
口
伝
候
。

＊
12三

代
ノ
御
門
ノ
我
モ
我
モ
ト
選
バ
レ
タ
ル
ヲ
申
ス
ナ
リ
。
古
今
・

後
撰
・
拾
遺
ナ
リ
。
三
ノ
物
ヲ
取
リ
合
ハ
セ
テ
、
三
代
集
ト
ハ
申
ス
ナ
リ
。

ソ
レ
ガ

＊
13題

不
知
、
読
人
不
知
ナ
ド
申
ス
ニ
、
サ
マ
ザ
マ
ニ
カ
ヘ
ラ
レ
タ
ル

ナ
リ
。

＊
14古

今
ニ
ハ
題
不
知
・
読
人
不
知
、
後
撰
ニ
ハ
題
不
知
・
読

人
モ
、
拾
遺
ニ
ハ
題
・
読
人
不
知
ト
候
ベ
シ
。

＊
15我

ガ
先
祖

＊
16大

納
言
殿

行
成
、
帥
殿
伊
房
、

＊
17三

代
集
書
カ
セ
給
ヒ
タ
ル
ニ
、

＊
18オ

ホ
ク
躬

恒
ヲ
三
常
ト
書
キ
給
ヒ
タ
リ
。
又
、

＊
19法

師
ト
ア
ル
所
ヲ
ほ
う
し
ト

書
カ
レ
タ
リ
。

＊
20様

々
ノ
ア
ル
ナ
メ
リ
。

＊
21サ

様
ニ
モ
書
カ
セ
給
フ
ベ
シ
。

＊
22其

ノ

人
ノ
子
孫
ナ
ド
ハ
、

＊
23ソ

レ
ヲ
習
ヒ
候
ゾ
。

＊
24人

難
ジ
問
フ
人
ア
ラ
バ

此
ヲ
意
ヲ
得
テ
仰
セ
ラ
レ
候
ベ
シ
。

又
、

＊
25草

子
ハ
ナ
チ
テ
ハ
、

＊
26人

申
ス
マ
ジ
ケ
レ
ド
モ
、

＊
27サ

リ
ナ
ン
人
ノ
子

ト
テ
、

＊
28無

下
ニ
ユ
ク
ヘ
シ
ラ
ヌ
ハ

＊
29口

惜
シ
キ
事
ニ
テ
候
ゾ
。

＊
30書

シ
ヲ
見
シ
ハ
、
父
イ
ヒ
シ
ハ
ト
テ
、
問
フ
人
候
ハ
バ
、
仰
セ
ラ
ル
ベ
シ
。

サ
レ
バ
コ
ソ
、
コ
ト
女
房
ニ
ヒ
キ
カ
ヘ
タ
ル
事
ニ
テ
ハ
候
ハ
ム
ズ
レ
。

心
ア
ラ
ム
人
ハ
主
モ
ヲ
ト
コ
モ

＊
31ナ

サ
ケ
ヲ
ク
人
モ
候
ナ
ン
。

《
校
異
》

＊
1

二
行
ニ
書
カ
セ
給
ハ
バ
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
二
行
ニ
カ
ヽ
セ
給
ハ
ン

ニ
ハ
」﹇
東
大
﹈「
二
行
ニ
カ
ヽ
玉
ハ
ン
ハ
」（「
な
ら
」を
消
し
て「
ニ

カ
ヽ
玉
ハ
ン
」
と
朱
書
）

﹇
京
大
﹈「
二
行
な
ら
ば
」

＊
2

七
七
一
行
ニ
候
ベ
シ
…﹇
宮
書
﹈「
七
々
ニ
書
ル
ベ
シ
」
﹇
天
理
﹈「
七
々

一
行
、
カ
ヽ
セ
給
ベ
シ
」（「
カ
ヽ
セ
」
の
脇
に
青
筆
で
「
カ
ヽ
ル
」）

﹇
東
大
﹈「
七
々
一
く
だ
り
」
と
し
、「
カ
ヽ
セ
玉
ベ
シ
」
と
朱
筆
で

追
加
。

﹇
京
大
﹈「
七
々
一
行
」
の
み
。

＊
3

三
行
有
ル
ベ
キ
ハ
…
﹇
青
蓮
﹈「
三
行
可
有
者
」

﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈

「
三
行
ニ
ア
ル
ニ
ハ
」

﹇
東
大
﹈「
三
行
に
ア
ル
ニ
は
」（「
か
く
」

を
消
し
て
「
ア
ル
ニ
」
と
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
三
行
な
ら
ば
」

＊
4

ニ
候
ベ
シ
…
﹇
宮
書
﹈「
サ
テ
三
ク
ダ
リ
ニ
書
ル
ベ
シ
」

﹇
天
理
﹈「
サ

テ
三
ク
ダ
リ
ニ
書
候
ゾ
」（「
候
ゾ
」の
脇
に
青
筆
で「
ル
ベ
シ
」）
﹇
東

大
﹈「
に
か
く
べ
し
」
を
消
し
て
「
サ
テ
三
タ
リ
ニ

マ
マ

書
候
ゾ
」

と
朱
書
。

﹇
京
大
﹈「
さ
て
三
く
だ
り
に
あ
る
べ
し
」（﹇
群
書
﹈「
さ

て
」
を
「
ま
で
」
と
す
る
）

＊
5

ト
テ
モ
カ
ク
テ
モ
歌
ダ
ニ
書
キ
付
ケ
テ
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
〜
歌
ヲ

ダ
ニ
モ
〜
」（﹇
天
理
﹈「
ヲ
」「
モ
」
は
青
筆
に
よ
る
追
記
。﹇
東
北
﹈

「
歌
」
を
「
書
」
と
誤
写
）

﹇
東
大
﹈「
と
て
も
か
く
て
も
歌
だ
に

か
き
て
」

﹇
京
大
﹈「
た
ゞ
、
て
だ
に
」

＊
6

ウ
ツ
ク
シ
ウ
ナ
ド
申
ス
ハ
…﹇
青
蓮
﹈「
ウ
ツ
ク
シ
ウ
ナ
ド
申
ハ
」
﹇
宮

書
﹈「
ウ
ツ
ク
シ
ク
バ
ナ
ド
イ
フ
事
ハ
」

﹇
天
理
﹈「
厳
バ
ナ
ン
ド

云
事
ハ
」（「
厳
」
の
脇
に
青
筆
で
「
ウ
ツ
ク
シ
ク
」）

﹇
東
大
﹈「
う

つ
く
し
く
ば
な
ん
ど
い
ふ
事
は
」

﹇
京
大
﹈「
う
つ
く
し
く
ば
な
ど

い
ふ
事
は
」

＊
7

ム
ゲ
ノ
事
ニ
候
…
﹇
青
蓮
﹈「
ケ
フ
ノ
事
ニ
候
」

﹇
宮
書
﹈「
ム
ゲ
ノ
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事
也
」﹇
東
北
﹈「
ム
下
ノ
事
也
」
﹇
天
理
﹈「
無
下
ノ
事
也
」
﹇
東

大
﹈「
無
下
ノ
事
な
り
」（「
ノ
事
」
は
朱
筆
で
追
記
）

﹇
京
大
﹈「
む

げ
の
事
也
」

＊
8

家
ハ
イ
ミ
ジ
キ
事
ニ
テ
候
ヘ
。
…﹇
宮
書
﹈「
イ
ミ
ジ
キ
事
ニ
テ
ハ
、
〜
」

（﹇
天
理
﹈
は
「
ハ
」
を
青
筆
で
補
完
）

﹇
東
大
﹈「
イ
ミ
ジ
キ
コ

ト
ニ
テ
、
〜
」（
朱
書
）

﹇
京
大
﹈「
道
は
い
み
じ
け
れ
。」

＊
9

世
ノ
人
ニ
モ
〜
…
﹇
青
蓮
﹈「
ヨ
ノ
人
ニ
モ
マ
サ
ル
所
ハ
候
ヘ
」

﹇
宮

書
﹈「
人
ニ
モ
ナ
ヲ
マ
サ
ル
處
ハ
候
ヘ
」

﹇
天
理
﹈「
人
ニ
モ
猶
勝

ル
所
ハ
候
ヘ
」
﹇
東
大
﹈「
人
ニ
モ
ナ
ヲ
マ
サ
ル
所
ハ
候
ヘ
」
﹇
京

大
﹈
こ
の
一
文
ナ
シ
。

＊
10

ソ
レ
ニ
ト
リ
テ
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈「
ソ
レ
ニ
ト
リ
テ
」

﹇
天
理
﹈

﹇
東
大
﹈「
其
ニ
ト
リ
テ
」

﹇
京
大
﹈「
そ
れ
に
と
り
て
は
」

＊
11

三
代
集
ヲ
書
ク
ニ
口
伝
候
…
﹇
宮
書
﹈「
三
代
集
ヲ
書
ニ
ハ
口
伝
候
」

﹇
天
理
﹈「
三
代
集
ヲ
カ
ク
ニ
口
伝
ア
リ
」（「
カ
ク
ニ
」の
後
に「
ハ
」、

「
ア
リ
」
の
脇
に
「
候
」
と
青
筆
で
書
す
）

﹇
東
大
﹈「
一

三
代

集
書
様
」
と
し
て
別
に
一
条
を
立
て
、「
様
」
を
消
し
て
「
ニ
」、
続

け
て
「
口
伝
ア
リ
」
と
朱
書
。

﹇
京
大
﹈「
三
代
集
を
書
に
口
伝
あ

り
」

＊
12

三
代
ノ
御
門
ノ
〜
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
三
代
集
ト
申
ハ
三
代
ノ
御
門

ノ
我
モ
ト
〳
〵
選
セ
サ
セ
給
タ
ル
也
」（﹇
天
理
﹈「
三
代
ノ
御
門
ノ
〜
」

を
青
筆
で
補
う
）

﹇
東
大
﹈「
三
代
集
ト
申
ハ

中
略
」
と
朱
書
。

﹇
京
大
﹈「
三
代
ノ
御
門
ノ
〜
カ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
」
ま
で
ナ
シ
。

＊
13

題
不
知
、
読
人
不
知
ナ
ド
申
ス
ニ
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
題
不
知
、
読
人
不
知

ナ
ド
申
ニ
、
サ
マ
〴
〵
ニ
カ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
」

﹇
宮
書
﹈「
題
不

知
、
読
人
不
知
ト
申
事
ヲ
、
皆
様
々
ニ
カ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
也
」

﹇
天

理
﹈「
題
シ
ラ
ズ
、
読
人
シ
ラ
ズ
ト
申
事
ヲ
、
皆
サ
マ
〴
〵
ニ
カ
ヘ
ラ

レ
タ
ル
也
」

﹇
宮
書
﹈（﹇
東
北
﹈）〔﹇
天
理
﹈〕
は
こ
の
後
に
、「
知

ワ
ケ
テ
〔
知
分
テ
〕
書
候
ゾ
。
ヨ
ニ
シ
ド
ケ
ナ
ク
見
ヘ
候
メ
リ
。
我

身
ニ
モ
忘
ツ
（
忘
レ
ツ
）。ヽ

キ
〴
〵
ノ
人
ノ
ナ
ニ
ト
モ
〔
ナ
キ
ニ
ト

モ
〕
筆
ヲ
ト
ヾ
メ
、
又
、
間
多
ク
書
ア
ヤ
マ
チ
候
ゾ
。
サ
レ
ド
〔
サ

レ
ド
モ
〕
君
ノ
御
サ
ウ
シ
〔
雙
紙
〕
給
ハ
リ
テ
、
ア
ヤ
マ
チ
〔
誤
チ
〕

セ
ジ
ト
（
セ
ン
ト
）
心
ニ
カ
ク
レ
バ
忘
レ
ズ
〔
不
忘
候
〕。
則
〔
則
可

書
〕。」
と
続
く
。

＊
14

古
今
ニ
ハ
題
不
知
〜
…
﹇
宮
書
﹈「
古
今

題
不
知
、
後
撰

題
不
知
・
読

人
、
拾
遺

題
・
読
人
不
知
、
書
ア
ヤ
マ
チ
ト
カ
ク
知
テ
モ
タ
セ
給
フ

ベ
キ
也
」（﹇
天
理
﹈「
古
今

題
不
知
・
読
人
不
知
、
後
撰

題
不
知
・

読
人
不
知
、
拾
遺

題
不
知
・
読
人
不
知
」と
す
る
も
、
青
丸
を
付
し
、

﹇
宮
書
﹈
と
同
様
の
語
に
修
正
）

﹇
東
大
﹈「
古
今

だ
ひ
し
ら
ず
・

よ
み
人
し
ら
ず
、
後
撰

題
不
知
・
よ
み
人
不
知
、
拾
遺

題
不
知
・

読
人
不
知
、
書
ア
ヤ
マ
チ
ト
し
り
て
も
た
せ
給
ふ
べ
し
」（「
ア
ヤ
マ

チ
ト
」
は
朱
筆
傍
書
）

﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
東
大
﹈
は
、
い
ず
れ

も
題
と
読
人
を
二
行
に
分
け
て
記
載
。﹇
京
大
﹈
古
今
に
は
題
不
知
・

読
人
不
知
、
後
撰
に
は
題
不
知
・
読
人
も
、
拾
遺
に
は
題
・
読
人
不

知
と
わ
か
ち
て
書
也
」

＊
15

我
ガ
先
祖
…
﹇
青
蓮
﹈「
我
先
祖
」

﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
又
、
我
等
ガ

先
祖
ノ
」

﹇
東
大
﹈「
又
、
わ
レ
ラ
せ
ん
ぞ
の
」（「
わ
が
」
の
「
が
」

を
消
し
て
「
レ
ラ
」
と
朱
書
）

﹇
京
大
﹈「
又
、
先
祖
の
」

＊
16

大
納
言
殿
行
成
、
帥
殿
伊
房
…﹇
青
蓮
﹈「
大
納
言
殿
行
成
、
帥
殿
コ
レ

フ
サ
」

﹇
宮
書
﹈﹇
東
北
﹈「
大
納
言
殿
」「
帥
殿
」
の
傍
ら
に
、「
行

成
卿
」「
伊
房
卿
」
と
小
書
き
す
。﹇
天
理
﹈
は
、
青
筆
で
「
行
成
卿
」

「
伊
房
卿
」
と
補
う
。﹇
東
北
﹈﹇
天
理
﹈
は
、
頭
注
と
し
て
「
積
興

考

権
中
納
言
伊
房
卿
、
寛
治
二
年
八
月
廿
九
日
、
兼
大
宰
権
帥
。

五
十
九
才
。」
と
記
す
（﹇
天
理
﹈
は
青
筆
。
但
し
、「
大
宰
権
帥
」
は

「
太
宰
権
帥
」）

﹇
京
大
﹈「
大
納
言
殿
」「
帥
殿
」
の
傍
ら
に
、「
行

成
」「
伊
房
」
と
小
書
き
す
。

＊
17

三
代
集
書
カ
セ
給
ヒ
タ
ル
ニ
…﹇
青
蓮
﹈「
三
代
集
書
セ
タ
マ
ヒ
タ
ル
ニ
」
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﹇
宮
書
﹈（﹇
天
理
﹈）「
三
代
集
（
ヲ
）
書
セ
給
タ
ル
ニ
」

﹇
東
大
﹈

「
三
代
集
か
ゝ
せ
給
た
る
に
」
﹇
京
大
﹈「
三
代
集
を
書
給
た
る
に
」

＊
18

オ
ホ
ク
躬
恒
ヲ
三
常
ト
書
キ
給
ヒ
タ
リ
…﹇
宮
書
﹈「
躬
恒
ガ
名
ヲ
多
ク

三
常
カ
ク
書
給
ヒ
テ
」

﹇
天
理
﹈「
躬
恒
ガ
名
ヲ
多
ク
三
常
ト
書
給

ヒ
テ
」
﹇
東
大
﹈「
躬
恒
ガ
名
を
お
ほ
く
三
常
と
書
給
テ
」（「
名
ヲ
」

は
朱
筆
に
よ
る
挿
入
。「
給
へ
り
」
の
「
へ
り
」
を
消
し
て
、「
テ
」

と
朱
書
）

﹇
京
大
﹈「
躬
恒
が
名
を
三
常
と
お
ほ
く
書
給
へ
り
」

＊
19

法
師
ト
ア
ル
所
ヲ
ほ
う
し
…
﹇
宮
書
﹈「
法
師
ト
ア
ル
ト
コ
ロ
ヲ
法
シ
」

﹇
天
理
﹈「
法
師
ト
ア
ル
所
ヲ
法
シ
」（「
法
し
」
の
「
し
」
に
青
丸
を

付
け
、
青
筆
で
「
シ
」
と
傍
書
）

﹇
東
大
﹈「
法
師
と
あ
る
所
を
ほ

う
し
」

﹇
京
大
﹈「
法
師
と
あ
る
所
を
法
し
」（﹇
国
会
﹈
は
「
処
」

と
す
る
）

＊
20

様
々
ノ
ア
ル
ナ
メ
リ
…
﹇
宮
書
﹈「
様
ア
ル
事
ナ
メ
リ
」

﹇
天
理
﹈「
ヤ

ウ
ア
ル
事
ナ
メ
リ
」

﹇
東
大
﹈「
や
う
あ
る
事
な
め
り
」

﹇
京
大
﹈

「
様
の
あ
る
事
な
ん
め
り
」

＊
21

サ
様
ニ
モ
書
キ
給
フ
ベ
シ
…
﹇
青
蓮
﹈「
サ
様
ニ
モ
書
給
ベ
シ
」

﹇
宮

書
﹈「
サ
レ
バ
、
サ
ヤ
ウ
ニ
モ
書
セ
給
ベ
シ
」（﹇
天
理
﹈
は
「
サ
様
」

と
す
る
）﹇
東
大
﹈「
サ
レ
バ
、
さ
や
う
に
も
か
ゝ
せ
給
べ
し
」（「
サ

レ
バ
」
は
朱
筆
に
て
補
う
）

﹇
京
大
﹈
こ
の
一
文
ナ
シ
。

＊
22

其
ノ
人
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
其
人
」

﹇
京
大
﹈「
所
の
人
」。

こ
の
「
所
」
字
は
、
変
体
仮
名
で
あ
る
が
、﹇
群
書
﹈
刊
本
は
そ
の
ま

ま
漢
字
と
誤
っ
て
翻
刻
す
る
。

＊
23

ソ
レ
ヲ
習
ヒ
候
ゾ
…﹇
宮
書
﹈「
イ
カ
ニ
モ
先
祖
ニ
シ
タ
ル
事
ヲ
マ
ナ
ビ

候
ゾ
」（﹇
天
理
﹈
は
「
先
祖
」
を
「
元
祖
」
と
す
る
）

﹇
京
大
﹈

「
先
祖
の
し
た
る
事
を
ま
な
ぶ
べ
き
也
」

＊
24

人
難
ジ
問
フ
人
ア
ラ
バ
此
ヲ
意
ヲ
得
テ
仰
セ
ラ
レ
候
ベ
シ
…
﹇
青
蓮
﹈

「
人
難
ジ
問
人
ア
ラ
バ
此
ヲ
得
意
テ
被
仰
候
ベ
シ
」

﹇
宮
書
﹈「
人

ノ
此
ヲ
イ
ワ
レ
ズ
ト
モ
難
シ
。
若
シ
様
ア
ル
カ
ト
モ
問
人
ア
ラ
バ
、

ソ
レ
ニ
様
々
ト
仰
ラ
ル
ベ
シ
」（﹇
東
北
﹈﹇
天
理
﹈「
ソ
レ
ニ
モ
」「
サ

マ
〴
〵
」。﹇
天
理
﹈「
無
謂
」
の
脇
に
「
此
ヲ
イ
ワ
レ
ズ
ト
モ
」、「
カ

ウ
」
の
脇
に
「
サ
マ
」
と
青
筆
で
書
す
）

﹇
京
大
﹈「
若
人
も
難
問

人
あ
ら
ば
、
か
う
〳
〵
と
答
べ
し
」

＊
25

草
子
…
﹇
宮
書
﹈「
造

」

﹇
天
理
﹈「
草
子
」
の
脇
に
青
筆
で
「
造

紙
」

﹇
東
大
﹈「
さ
う
し
」

﹇
京
大
﹈「
造
紙
」

＊
26

人
申
ス
マ
ジ
ケ
レ
ド
モ
…﹇
宮
書
﹈「
申
ツ
ル
ヤ
ウ
ニ
人
書
セ
給
ヘ
ト
申

物
ア
ル
マ
ジ
ケ
レ
ド
」（﹇
東
北
﹈「
申
モ
ノ
」）

﹇
東
大
﹈「（
さ
う

し
の
外
は
）
人
か
か
せ
玉
へ
と
申
事
も
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
」

＊
27

サ
リ
ナ
ン
人
ノ
子
ト
テ
…
﹇
宮
書
﹈「
サ
ル
人
ノ
コ
ト
ヽ
テ
」（﹇
天
理
﹈

「
子
」
の
脇
に
青
筆
で
「
コ
ト
」）

﹇
東
大
﹈「
そ
の
人
子
と
て

マ

マ

」

＊
28

無
下
ニ
ユ
ク
ヘ
シ
ラ
ヌ
ハ
…
﹇
宮
書
﹈「
行
エ
モ
知
ヌ
ハ
」

﹇
天
理
﹈

「
ユ
ク
ヘ
モ
シ
ラ
ヌ
ハ
」

＊
29

口
惜
シ
キ
事
ニ
テ
候
ゾ
…
﹇
青
蓮
﹈「
口
ヲ
シ
キ
事
ニ
テ
候
ゾ
」

﹇
宮

書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
東
大
﹈「
口
惜
キ
事
ニ
候
」（﹇
東
大
﹈
は
朱
筆
傍
書
）

＊
30

書
シ
ヲ
見
シ
ハ
〜
候
は
む
ず
れ
…
﹇
青
蓮
﹈「
〜
、
父
イ
ヰ
シ
ハ
ト
テ
、

〜
」

﹇
宮
書
﹈「
父
ガ
イ
ヽ
シ
ハ
、
書
シ
ヲ
ミ
シ
カ
バ
ト
テ
、
折
節

ニ
人
ニ
モ
仰
ラ
レ
、
又
、
御
覧
ジ
モ
知
タ
ラ
ン
コ
ソ
コ
ト
、
女
房
ニ

ヒ
キ
タ
ガ
ヘ
タ
ル
事
ニ
テ
ハ
、
オ
ハ
シ
マ
サ
ン
ズ
レ
」（﹇
東
北
﹈﹇
天

理
﹈「
ヲ
ハ
シ
」）

続
け
て
「
サ
レ
バ
、
ツ
マ
〴
〵
ヲ
ス
コ
シ
ヅ
ヽ

申
ベ
シ
」
の
一
文
挿
入
。

＊
31

ナ
サ
ケ
ヲ
ク
人
…
﹇
青
蓮
﹈「
ナ
サ
ケ
ヲ
ク
人
」

﹇
宮
書
﹈「
ナ
サ
ケ

多
人
」（﹇
天
理
﹈「
ヲ
ク
」
に
青
丸
を
付
け
、「
多
」
と
傍
書
）

こ

の
箇
所
、
写
本
に
よ
り
大
き
な
異
同
が
あ
る
。﹇
東
大
﹈「
心
ア
ラ
ン

人
ハ
、
を
し
へ
さ
せ
給
べ
し
と
て
、
す
こ
し
づ
ゝ
申
な
り
」（「
ア
ラ

ン
」「
ハ
」
は
朱
筆
傍
書
）

﹇
京
大
﹈「
造
紙
の
ほ
か
の
も
の
は
、

女
の
た
め
、
よ
し
（
由
）
な
け
れ
ど
、
家
の
風
な
れ
ば
、
人
よ
り
も
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つ
ま
〴
〵
を
す
こ
し
づ
ゝ
可
知
事
也
。
少
々
可
注
申
。」

注1
）

拙
稿
「
書
論
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
つ
い
て
」（『
語
学
と
文
学
』
第
四
十
六
号

群
馬
大

学
語
文
学
会

二
〇
一
〇
年
三
月
）

2
）

秋
山
光
和
著
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館

一
九
六
四
年
）
の
中
に
、

既
に
中
世
の
初
期
写
本
に
関
す
る
指
摘
が
あ
る
の
で
引
用
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、「
第
一
篇

平
安
時
代
世
俗
画
の
文
献
的
研
究

第
二
章

大
嘗
会
悠
紀
主
基
屛
風

二

平
安
時
代
の

大
嘗
会
屛
風
に
関
す
る
文
献
」
に
お
け
る
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。

「『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
書
中
の
「
悠
紀
主
基
屛
風
書
人
々
」
の

条
の
末
段
に
「
當
今
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
高
倉
天
皇
の
時
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
。
本
書
の
古
写
本
と
し
て
は
青
蓮
院
に
『
夜
鶴
庭
訓
抄

伊
經
』
と
題
し
、
文

明
元
年
の
奥
書
あ
る
片
仮
名
交
り
書
の
も
の
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
で
「
懐
中
抄
」
と
題

す
る
も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
語
句
や
表
現
に
も
流
布
本
と
は
か
な
り
相
違
が
あ
る
。

し
か
し
大
嘗
会
屛
風
に
つ
い
て
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
の
で
、
異
文
と
し
て
は
示
さ
な

か
っ
た
。」

こ
の
記
述
は
検
証
す
べ
き
点
は
あ
る
も
の
の
、
初
期
写
本
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た

一
文
と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

3
）

宮
﨑
肇「
中
世
書
流
の
成
立
｜
世
尊
寺
家
と
世
尊
寺
流
｜
」（『
青
山
杉
雨
記
念
賞

第
四

回

学
術
奨
励
論
文
選
』
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）

付
記

図
版
掲
載
に
際
し
て
は
、
青
蓮
院
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
よ
り
御
高
配
頂
い
た
。
茲

に
記
し
て
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。

（
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
四
日
受
理
）
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